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梅毒 

女性 763
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2015年 性感染症定点疾患及び梅毒の報告数  
（梅毒のみ全数報告、その他は定点からの報告総数） 

総数 
24,450 

総数 
8,698 総数 

5,806 

総数 
8,974 

総数 
2,697 

全数報告 
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日本の性感染症の発生動向（１） 

定点からの報告総数 

※性器クラミジア、淋菌、性器ヘルペス、尖圭コンジローマは同一定点医療機関からの報告数 
     性感染症の定点医療機関数は約970カ所（月ごとに変動あり） 
 

「感染症発生動向調査」 
※2015年の報告数については、概数 
（2016年３月現在） 



梅毒報告数年次推移（男女別）  
(2000年～2015年) 

2010年以降、梅毒症例の報告数は増加を続けており、 
そのうち女性の占める割合も2013年以降増加しています。 

（件） 
「感染症発生動向調査」 
※2015年の報告数については、概数 
（平成2016年３月現在） 
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梅毒患者の性別年齢群別報告数  
 ( 2011年第1週-2015年第53週) 

日本の性感染症の発生動向（３） 
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報
告
数
（
人
） 

(177人) (183人) (235人) (377人) (763人) (650人) (692人) (993人) (1,284人) (1,934人) 

「感染症発生動向調査」 
※2015年の報告数については、概数 
（2016年３月現在） 
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近年、若い女性の梅毒患者が著増 
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男性は20～40歳代、女性は20歳代の報告が多い。 

年齢別にみた梅毒報告数（2015年） 

日本の性感染症の発生動向（４） 
「感染症発生動向調査」 
※2015年の報告数については、概数 
（2016年３月現在） 



性器クラミジア感染症 性器ヘルペスウイルス感染症 

淋菌感染症 尖圭コンジローマ 

定点あたり報告数年次推移（男女別）  
(2000年～2015年) 

性器クラミジア感染症、性器ヘルペスウイルス感染症、尖圭コンジローマ、淋菌感染症の
定点医療機関あたりの報告数は、ここ数年おおむね横ばいで推移している。 
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日本の性感染症の発生動向（５） 
「感染症発生動向調査」 
※2015年の報告数については、概数（2016年３月現在） 
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性感染症対策の現状 
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○ 「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」（以下、「感染症法」と
いう。）第11条において、感染症のうち、特に総合的に予防のための施策を推進する必要
があるものとして厚生労働省令で定めるものについて、当該感染症に係る原因の究明、
発生の予防及びまん延の防止、医療の提供、研究開発の推進、国際的な連携その他当
該感染症に応じた予防の総合的な推進を図るための指針を作成し、公表するものとされ
ている。 

○ 特定感染症予防指針を作成する感染症として、厚生労働省令において、性感染症が規
定されている。 

○ 「性感染症に関する特定感染症予防指針」の直近改正は、平成24年１月19日である。 

 

 

 

 

 

   

性感染症に関する特定感染症予防指針 

【指針の項目】 

 第一 原因の究明  第四 研究開発の推進 

 第二 発生の予防及びまん延の防止  第五 国際的な連携  

 第三 医療の提供  第六 関係機関等との連携の強化等 



性感染症対策の現状～第一 原因の究明～ 

梅毒 
 感染症法に基づき全数届出が必要な５類感染症。 

 診断した医師は７日以内に保健所に届出。 

 

性器クラミジア感染症、性器ヘルペスウイルス感
染症、尖圭コンジローマ、淋菌感染症 

 感染症法及び感染症発生動向調査事業実施要綱に基づき、 

 指定届出機関（定点）から月ごとに届出が必要な５類感染症。 

 指定届出機関は、月ごとに保健所に届出。 
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性感染症の指定医療機関数は980カ所（平成27年） 
 

産婦人科、産科若しくは婦人科（産婦人科系）、泌尿器科又は皮膚科
を標榜する医療機関（主として各々の標榜科の医療を提供しているも
の）を性感染症定点として指定。 
 

性感染症に関する発生動向調査 



性感染症対策の現状～第二 発生の予防及びまん延の防止～ 

各自治体・保健所においては、地域の実情に応じ、性感染症に関する
正しい知識の普及、検査の受検勧奨等を実施。 

（例：啓発キャンペーンの機会を活用した無料検査の実施等） 

厚生労働省では、毎年、
性感染症に関するポス
ター等を作成し、関係機関
へ配布すること等により、
国民に対する正しい知識
の普及啓発を実施。 

 

（平成28年度は性感染症
の予防啓発で性の健康医
学財団とも協力し、「美少
女戦士セーラームーン」と
のポスター、リーフレットを
作成、公表、配布 等）  
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性感染症に関する普及啓発の例 
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性感染症対策の現状～第三 医療の提供、第五 国際的な連携、第六 関係機関等との連携の強化～ 

第三 医療の提供 

 都道府県等において実施される性感染症に関する講習会や正しい知識を普及させるため
の ポスター・リーフレットの作成経費についての補助を行っている。 

 性感染症に関する特定感染症予防指針に基づき、保健所において、性感染症検査（性器
クラミジア感染症、性器ヘルペスウイルス感染症、尖圭コンジローマ、淋菌感染症、梅毒の
５疾患）を実施し、性感染症検査前・後に相談指導をするための補助を行っている。  等 

第五 国際的な連携 
 ＷＨＯ、ＩＰＰＦ、ＵＮＦＰＡ等の国際機関 (外務省管轄の機関を含む)に対する拠出を通じ、
国際的な感染拡大の抑制へ貢献。 

第六 関係機関等との連携の強化 
自治体、NPOと連携し、検査機会の充実を図る等行っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

主催：大阪府/厚生労働科学研究費補助金エイズ対策研究事業 
協力：医療機関 
            NPO法人 CHARM/MASH大阪/community center dista 
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性感染症対策の現状～第四 研究開発の推進～ 

新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業 

性感染症に関する特定感染症予防指針に基づく対策の推進に関する研究 
（平成27年度～29年度  研究代表者：荒川 創一） 
 

子宮頸がんワクチン接種後に生じた症状に関する治療法の確立と情報提供に
ついての研究 
（平成28年度～30年度 研究代表者：池田 修一） 
 
梅毒感染リスクと報告数の増加の原因分析と効果的な介入手法に関する研究 
（平成28年度～29年度 研究代表者：大西 真） 
 
子宮頸がんワクチンの有効性と安全性の評価に関する疫学研究 
（平成27年度～29年度 研究代表者：祖父江 友孝） 

新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開発推進研究事業 

薬剤耐性性感染症の分子疫学解析手法の確立と薬剤耐性化機構に関する研究 
（平成27年度～30年度 研究代表者：大西 真） 
 

培養細胞感染系が確立されていない病原体の新たな感染複製系等の開発とそれ
を用いた診断・治療・予防法の開発に向けた研究 
（平成28年度～30年度 研究代表者：石井 孝司） 
 

性感染症に係る主な研究 


